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外出同行支援実習 自己チェックシート 

    

        【経過報告】 

 

山梨県失語症者向け意思疎通支援事業運営委員会  

委員長  赤池 三紀子 

 

 令和 3年 3月 13日修了予定の「失語症者向け意思疎通支援者養成講習会」では、このコロナ禍の中、順調に 

講習会は進み、支援者 16名は予定どおり 12時間の講義と 28時間の失語症当事者とのコミュニケーション支援

や外出同行支援実習に取り組んでいます。支援者には失語症当事者と会話するのが初めてという人もおり、毎回 

コミュニケーション対応に苦心しながらも誰もが“当事者の力になりたいから不安だけど頑張る”と意気込みを語

ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出同行支援実習Ⅰ なかとみ

和紙の里の団扇作り支援の様子 

コミュニケーション支援技法スタッフチェックシート 
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外出同行支援Ⅱ（年賀状作り支援）を終えて ※支援者の意見交換より、抜粋  （支援者名は仮称） 

鈴木さん 短い言葉で会話をすることを心がけたい。当事者に文字を書いてもらうようにアドバイス

するタイミングが難しかった。 

佐藤さん 学ぶことがたくさんあった。自分も見習いたい。コミュニケーションでの観察することを

していきたい。 

高橋さん 当事者を前に緊張してしまう。始めの声かけにつまりやすい。待つことを前回学んだので

待つことを意識して実践できたのでよかった。相手に言葉を提供するツールがまだ不十分

なのが反省点。 

田中さん せっかちになってしまう。気を付けて、相手の表情を観察しながら、アドバイスできた。 

伊藤さん 年賀状づくりという課題があったのでよかった。人見知りなところがあり、自分の声かけ

で相手がどんな反応か、表情を見てしっかりわかっているか意識できた。当事者の気持ち

を読み取るのは経験が必要だが、表情をみて気持ちを汲み取ることを意識したい。 

渡辺さん １対１の初めての支援。これからの支援を考えさせられた。自分が仕事柄、「軽い」（体の

障害や言葉の障害）とまず思ってしまったことが相手に伝わってしまったのか、当事者に

感じさせてしまった。反省した。関係づくりについて勉強になった。 

山本さん 当事者がすごく前向きだった。左手でノートにいっぱい練習していた。最初の声かけが苦

手で他支援者に助けてもらった。支援について「のり押さえましょうか」と聞くと「い

い」と言われ一歩引いてしまった。よかったのか。どうすればよかったのか。 

中村さん 会社の上司に手伝ってもらいロールプレイの練習してきた。当事者は話をするのか好きで

はないと言われてしまい困ったが、字を書く練習を頑張っていることを教えてくれた。不

安などが表情に出やすいのが課題。マスクでよかった。表情に出ないようにしたい。 

加藤さん どんな年賀状にするのか、見守った。自分で絵を描くことを選ばれた。「あけまして（改

行）おめでとう（改行）ございます」と書くところ「あけまして（改行）ございます」と

書かれてしまった。隙間があったので後から付け足すことができたが、一緒に文を読みな

がら確認できるとよかった。 

吉田さん コミュニケーション力のある方（すらすらしゃべってくれたので）、でも文字を写して書

くことは話しことばとは違かった。色選びなど、対人援助をするのであって支配であって

はいけない。支援と支配の境目がわかった。 

山田さん 難しかった点、当事者の最適な支援の方法は？やりすぎと足りないの差が難しい。目指す

は自己決定ができるように支援すること。 

山口さん 毎回不安。絵や文字、当事者がどのくらい力を持っているのか？どこまで一人でききるの

か、何が必要なのかを見極めて支援することが大事。支援者も当事者も十人十色。色々な

支援者がいてよかった。 

 

支援者の表情が浮かぶような意見交換の内容でしょう。失語症患者さんといつも接している STには慣れている

会話援助場面ですが、一般の方々にとってどのくらい大変なことか、実習では毎回認識しながらも、私たちの仕事

ってすごい！！と改めて STの専門性を感じている運営委員たちです。 
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COVID-19について考える ３ 

～Zoomを用いた新卒者研修実施の試み～ 
 

 

 

企画・開催者の視点から考える          
 

山梨県言語聴覚士会 教育部長  石垣 亮太   

（山梨リハビリテーション病院）  

 

 

 

 

猛威を振るうコロナウイルスにより、全国的に勉強会・研修会の集合開催が困難となっている。そのた

め、現在では、リモート開催という形が主流になりつつある。県士会教育部が行う新卒者研修会も、本年

度より Zoomを使用したリモート開催を開始している。これは、参加を希望される新卒会員の先生方に、

可能な限り参加しやすい環境を提供するためである。 

リモート開催を実施して感じることは、既存の集合開催と異なり移動に時間を要さないことや、感染

リスクを気にする必要がないため参加が制限されにくいことなど、メリットも大きい。一方で、通信環境

の用意や資料の事前準備など、参加者・講師への負担が増加するというデメリットもある。 

この原稿を書いている現時点でも、コロナウイルス感染は広がり続けており、来年度も集合開催は困

難であることは想像に難くない。そのため、今年度に構築したノウハウを生かし、参加される新卒者の

方々、講師の先生方の双方にとってより良いものとなるよう、更なる工夫が必要であると考えている。 

 

 

 

参加者の視点から考える            
 

春日居サイバーナイフ・リハビリ病院   

望月 智佳   

 

 

 

 

第 22 回言語聴覚士国家試験に合格し、4 月より春日居サイバーナイフ・リハビリ病院で働くことに

なりました。学生の頃は基礎知識を身につけるため、努力をしてきました。現在は STとして患者様のリ

ハビリを行っておりますが、学生時代に学んだこと以上に学ぶことがあります。諸先輩の先生方からは

知識や技術だけでなく、他職種の方々とのコミュニケーションの取り方などを教えていただいておりま

す。まだ緊張の日々の連続ですが、一つ一つ身につけていきたいです。 

毎年卒後教育の一環として新卒者向けの研修が行われていますが、今年度は新型コロナウイルスの

流行により、WEBでの開催となりました。WEB研修では先生方に言語聴覚士の役割の他、各分野に

ついての基礎知識や検査を行う際の注意点など様々な分野についてご教授いただき、実際の臨床に役

立つ知識を学ぶことが出来ました。また、臨床を行う上で、日々疑問が生じますが、研修会ではそう

いった疑問についても解説していただき、とてもありがたく思います。しかし、WEB研修では実技

が行えない他、他の病院の先生方とお目にかかることができず、寂しいようにも思います。今後、自

分の知識を深め、自信をもって仕事ができるよう、様々な研修会に参加してみたいと思いますが、新

型コロナウイルスが収束し、多くの先生方と交流ができることを望みます。 
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研修会レポート 
 

COVID-19の感染拡大により山梨県でも例年開催されていた研修会が中止されていましたが、昨年末よ

りオンラインでの研修会が企画・開催されるようになりました。 

 

 

令和 2年度山梨県災害リハビリテーション支援関連団体協議会研修会 

 令和 2年 11月 30日（月）に研修会が開催され、講師の吉永勝訓先生（C-RAT・監事）より、「災害

時リハビリテーション～千葉県災害リハビリテーション支援関連団体協議会（C-RAT）の活動を通して～」

をテーマにご講演をいただきました。 

C-RATは東日本大震災後に発足され、医師、PT/OT/ST、看護師、ケアマネージャーなどの多職種を

構成メンバーとし、任意団体も含めた 10団体で活動されています。千葉県は９つの地域ブロックが日頃

から密に連携を図り、定期的に行政主催の防災訓練にも参加し、地域住民や行政に向けて災害リハの周知

に努めていることが紹介されました。また、2015年の関東・東北豪雨（鬼怒川堤防決壊）、2016年の

熊本地震、2019年の台風 15号などの災害に対して、チーム派遣を実施しており、その活動も紹介され

ました。その他にも避難所運営ゲーム（HUG）やリハビリテーション本部運営ゲーム（REHUG）を実施

されており、人材育成に向けた取り組みにも力を入れているようです。質疑応答では、山梨 JRATの天野

代表や佐藤副代表、山梨県作業療法士会の山本会長、また当会の内山会長などから質問が挙がり、災害リ

ハに対する関心の高さが感じられました。 

COVID-19以降、大規模災害は発生していないものの、平時より感染症予防を念頭に入れながら災害に

対する備え・支援を行わなければなりません。今回の研修会では、そのことを振り返り・もう一度考え直

すとても良い機会になりました。 

 

 

令和 2年度第 1回学術講演会 

令和 3 年 1 月 14 日（木）に山梨県立中央病院 総合診療科・感染症科部長の三河貴裕先生をお招きし

て、「感染症の基礎知識/予防～現場のリハスタッフ（特に ST）が気を付けること～」をテーマにご講演い

ただきました。当日は、県士会員のみならず、他県士会の言語聴覚士も含め 65 名の参加者があり、オン

ラインでの講義を聴講しました。 

 講演では、社会現象ともなっている COVID-19 の基礎知識から始まり、つづいて感染症対策（標準予

防策や COVID-19 に対する基本的な対策）について、そして今後の展開（ワクチン接種など）にまでお

よび、短時間で非常に幅広い内容が講義されました。内容については、COVID-19に対する PCR検査の

疑陽性・陽性・陰性に至るまでの考え方や COVID-19の 2～3割にみられる味覚障害では｢ラーメンの汁

が水に感じる｣など現場でのご活躍されている先生ならではの専門的な話がされました。また、感染経路は

飛沫感染・エアロゾル感染・接触感染が主であり、 構音障害・失語症や摂食嚥下障害のリハビリテーショ

ンでお互いにマスクを外して口腔内外を観ることが多い我々は特に注意しなければならないことが話され

ました。感染を防ぐための工夫として、評価・訓練で行う“口型提示”についてもマスクを外す際にはア

クリル板を用いることや、パソコンやテレビなどのモニターを通して提示するなど、具体的な工夫も示さ

れ、明日からすぐに活用できる内容で参加者一同画面に釘付けになりながら聴講しました。 

 最後に当会の内山会長より、「言語聴覚士は養成校過程で感染症については十分に学ばないまま現場に出

ており、感染対策については現場での指導が中心であった。今日の講義で共通見解を持つことができた」

とまとめられました。感染症対策については、これまで特段注目されることはありませんでしたが、コロ

ナ禍において自身の感染症対策について、見直す良い機会になったと思います。医療職として、正しい知

識と実践で、この厳しい状況が乗り越えられるよう努めていければと思います。 
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災害時安否確認システム運用の紹介 

災害対策支援委員会  赤池 洋 

（山梨大学医学部附属病院） 

 

 近年の地震や豪雨災害の増加を受け、災害対策・対応における平時からの体制構築が急務となっています。災害

時に会員の安否状況と各地域の被災状況を確認することで緊急性のある情報を迅速に把握し伝達することを目的と

し、災害時安否確認システムを作成しました。入力方法は県士会ホームページから専用フォームにアクセスし、必

要事項を選択・記載し送信する流れとなります。安否確認システムは①風水害等②地震③火山噴火④その他、に該

当する際に運用します（詳細は県士会ホームページの専用フォームをご覧ください）。 

令和 2年 9月 1日には第 1回予行演習を開催し、87名の皆様に参加していただきました。ご協力をいただき誠

にありがとうございました。今後も定期的に予行演習を開催し、平時よりシステムが活用できるように努めていき

たいと思います。 

＊2017年に作成した圏域ごとの災害時安否確認は廃止とし、今後は安否確認システムを運用していきます。 

 

 

聴覚・言語障害者のための「Net119緊急通報システム」について 

一般社団法人山梨県言語聴覚士会 会長  内山 量史 

 

Net119 緊急通報システムは、音声による 119 番通報が困難な聴覚・言語機能障害者が円

滑に消防への通報を行えるようにするシステムです。 

このシステムにより、火災や事故、災害、具合が悪くなった時など、スマートフォン等で簡

単な操作をすることにより、全国どこからでも通報した場所や事前に登録した情報（住所や持

病、かかりつけ病院など）が管轄の消防本部に分かるシステムです。 

このシステムを導入することで、声を無理に出さなくても、音が聞こえなくても、119番通

報ができるようになります。 

対象は聴覚、言語機能に障害があり、音声電話による通報が困難な方（身体障害者手帳が交

付されている者のほか、音声電話による緊急通報が困難であると消防本部が認めた者）とされ

ていますが、笛吹市ではNet119緊急通報システムの導入会議に言語聴覚士が参加することに

より、失語症によるコミュニケーション障害や重度構音障害、喉頭全摘者の方々も身体障害者手帳の取得の有無に

かかわらず対象となりました。 

Net119 緊急通報システムは事前登録制のサービスとなります。登録や対応は対象者が生活する管轄の消防本部

により異なります。 

コミュニケーションに障害を持つ方を病院、施設から社会に復帰するための支援を行う言語聴覚士として当然の

知識として知っておくことをお勧めします。 

詳細は「総務省消防庁」などWebサイトを

ご覧ください。 
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    ふじやま便 №5 
  

 

2020年、友の会「ふじやま」の活動はコロナ禍の影響を大きく受けました。コロナへの

不安は尽きませんが、山梨県で９月よりスタートした第 1 回失語症者向け意思疎通支援者

養成講習会の会話実習では、毎回「ふじやま」の会員はじめ県内在住の失語症のある方々の

協力をいただいております。久しぶりに開催された定例会では年賀状を作成しました。受講

者の方々とのぎこちないコミュニケーションの中にも笑顔がこぼれていました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

失語症者向け意思疎通支援者養成講習会 

当事者の参加協力延べ人数（経過） 

・コミュニケーション支援実習Ⅰ－①～③ 20名 

・外出同行支援実習①～②        15名 

 

協力してくださる皆さんにも支援者養成に期待がうかがえます。 

 
作成：「ふじやま」運営委員会 

 

 

文字やイラストを 

貼ったり模写しながら 

年賀状を作成 

「いつもありがとう！」 

イラスト選びにも想いを込めて… 

支援者養成！？ 

私が力になれるなら～ 

支援者がいてくれたら 

生活が広がるのかな～ 

 

第 10回定例会 （参加者 36名） 

2020年が終わる前に…全員集合！ 
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一般社団法人山梨県言語聴覚士会 事務局長  河西 祐子 

 

令和2年度は、新型コロナウイルス第１波の感染が拡大している中でのスタートとなりました。 

例年60名余の会場出席をいただいていました定時社員総会は、3密を避け感染拡大を防止する

観点から、今年度は最少人数での開催とし、会員の皆様には書面表決をおすすめするという前例の

ない対応をとらせていただきました。また、平成29年度より総会終了後に開催していた新入会員

歓迎会も無期限延期を余儀なくされました。 

対外的な活動の自粛を求められている病院・施設も多く、総会後に開催された理事会には約半数

の理事しか出席できず、コロナ禍での県士会事業の進め方について話し合うことができない状況で

した。そこで、第3回理事会からはオンラインでの会議を実施しました。直接顔を合わせて意見や

情報の交換ができないことは残念でしたが、理事全員の出席が可能となり、また事前に資料を配布

することで会議の進行がスムーズになるというメリットもありました。理事会では、対面型の研修

会や部会の開催が難しい中で、これまでおこなってきた学術活動や広報活動、各種委員会活動をど

のような形であれば継続できるかを中心に検討してきました。 

 11月には、日本言語聴覚士協会からの「新型コロナウイルス特別支援金」（各県士会がコロナ禍

での活動を継続するために行っている対応に対して一律5万円を援助）を活用して、県士会として

Zoomのプロプランを契約しました。これによって、オンライン研修会を開催すること（１００人

まで）や手軽にビデオ会議を行うことが可能となりました。現在では、新卒者研修や学術講演会、

各委員会の活動や部会などに積極的に活用されています。 

新型コロナウイルスについて終息の兆しはみえず、今後もオンラインでの活動が主となることが

予想されます。事務局では、Zoomミーティングのスケジュール調整や関連諸団体の研修会等も含

め会員の皆様に有益な情報をタイムリーに発信できるよう努めていきたいと思います。 

 

 

 

 

＜オンライン理事会の様子：理事・書記が職場や自宅から出席＞ 

コロナ禍における県士会活動を振り返る 
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第５回 理事会議事録 

日  時：令和２年８月20日（木） 19時03分～21時18分   

出席理事：内山、赤池(三)、赤池(洋)、池神、石垣、市川、桂川、佐々木、

髙橋、中嶋、舟越、山田、元木、吉澤、河西 

＜協議事項＞ 

１．基礎講座における必要物品について、事務局で購入済みの講師用ア 

  クリルパーテーション、非接触型体温計に加え、フェイスシールド・ 

手指消毒ジェル等を生涯研修部で購入し、県士会内で共有して使用 

することが決定した。 

２．第1回講演会は、山梨県立中央病院総合診療科・感染症科部長の 

  三河貴裕先生を講師に「感染症の基礎知識/予防～現場のリハスタ

ッフ（特にST）が気を付けること～」（案）の内容で、オンライン

で開催することが決定した。 

３．県士会会員の所属機関における新型コロナウイルスに対する対策に

ついてのアンケートを10月に実施することとなった。 

４．県士会ホームページ会員向け専用特設サイトの開設について検討し

ていくこととなった。 

５．県士会ニュース47号の企画と執筆者が承認された。 

＜報告事項＞ 

1．一社）日本言語聴覚士協会より「新型コロナウイルス特別支援金」、 

山梨県リハビリテーション病院・施設協議会補助金の入金があった 

こと、一社）日本言語聴覚士協会「令和２年度７月豪雨義援金受付」 

へ３万円寄付したことが報告された。 

２．リハビリテーション啓発チラシの作成、県立図書館への書籍寄贈に

ついて報告された。 

３．令和２年度７月豪雨における被災県士会へお見舞い文を送付したこ 

  とが報告された。 

４．自民党山梨県連に対し、山梨県の宿泊施設のバリアフリー化、あけ

ぼの医療福祉センターで働く非常勤言語聴覚士の待遇改善、インク

ルーシブ教育推進事業の継続、脳卒中循環器法に伴う都道府県協議

会委員へのリハ職の配置の４点を要望として提出したことが報告さ

れた。 

 

第６回 理事会議事録 

日  時：令和２年９月18日（金） 19時03分～20時37分 

出席理事：内山、赤池(三)、赤池(洋)、池神、石垣、市川、桂川、佐々木、

髙橋、中嶋、舟越、元木、山田、吉澤、河西 

＜協議事項＞ 

１．第1回学術講演会についてST協会の補助金申請を行うことが決定

した。 

２．新卒者研修会はオンライン開催とし、終了後のアンケートはGoogle

フォームを使用することが決定した。 

３．広報用の手提げポリ袋について、色やデザインを変更し、1000 枚  

追加作製することが承認された。 

４．県士会ホームページ会のサーバー容量は現状の100GBとすること

が承認された。 

５．災害時の安否確認の運用練習を４ヶ月に１回実施することが決定し

た。2017年に作成した圏域ごとの安否確認は廃止とし、災害対策

本部は県士会長所属病院・施設とすること、災害対策本部が被災し

た場合は、会長・副会長・事務局長４名で協議し災害対策事務局を

設置することが承認された。 

６．会場参加型研修会における感染防止ガイドラインが決定した。 

＜報告事項＞ 

１．第１回山梨県失語症者向け意思疎通支援者養成講習会の開催が報告

された。 

２．11月７日にオンラインで開催される都道府県士会士会長会議に 

赤池三紀子副会長が出席することが決定した。 

 

第７回 理事会議事録  

日  時：令和２年10月16日（金） 19時00分～19時58分 

出席理事：内山、赤池(三)、赤池(洋)、池神、石垣、市川、桂川、佐々木、

髙橋、中嶋、山田、元木、吉澤、河西 

＜協議事項＞ 

１．学術講演会の参加費について、県士会員で非協会員、関東圏域会員

外の協会員、他職種のいずれも無料とし、資料も全員に配布するこ

とが承認された。 

２．広報用手提げポリ袋のデザイン案が決定した。 

３．第３回山梨県リハ専門職合同学術大会の当士会案として、来年度の

開催方法については感染拡大防止のためにオンライン開催とする。

１日開催とし、開催日は運営委員会に一任することが承認された。 

＜報告事項＞ 

１．総務部より法人クレジットカードの作成が報告された。 

２．第２回地域リハ従事者研修会実行委員会、山梨県介護支援専門員協

会令和２年度在宅医療介護支援体制強化事業研修会が開催されたこ

とが報告された。 

３．第２回・第３回山梨県失語症者向け意思疎通支援者養成講習会の開

催が報告された。 

 

第８回 理事会議事録  

日  時：令和２年11月27日（金） 19時01分～20時46分 

出席理事：内山、赤池(三)、赤池(洋)、石垣、市川、桂川、佐々木、髙橋、

中嶋、舟越、山田、吉澤、河西 

＜協議事項＞ 

１．症例検討会について、２-３月頃にオンライン開催することが決定し

詳細は生涯研修部で検討することが承認された。 

２．例年通り他施設の会員にバイザーを依頼し、メールとZoomでの指

導を基本とすることとなった。 

３．県士会ニュース48号の企画案と執筆者が承認された。 

＜報告事項＞ 

１．法人としてZoomの申し込みを行ったことが報告された。 

２．教育部新卒者研修会認知症サポーター養成講座の開催、昭和町介護

予防事業「おたっしゃ出前講座」への講師派遣について報告された。 

３．失語症友の会｢ふじやま」第10回定例会の開催が報告された。 

４．令和２年度失語症者向け意思疎通支援者指導者養成研修（オンライ

ン研修）を市川理事・舟越理事が受講したことが報告された。 

 

 

 

開催方法：オンライン会議   

議  長：内山量史 

書  記：坂井李菜、高橋里実、佐藤淳貴  

議事録作成：河西祐子 






